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1．試験期間

2．試　料　名

構造式

㌫

HO

臨
性　　状

昭和5｛年4月15日～昭和5て年11月可0日

2，2＿甑（4乞ヒド・妙♂，強力bモフェ訪）プ酬ン

　　　　　　　　　　（試料塩K－150）

　　　　　　　　Bト
　　CH3
　　書

　　C　　　　OH
　　　匿

　　CH3
　　　　　　　　Bト

純　度　99％以上

比　重　約2．0

凝固点　1795℃以上

3，試験方法及び条件

鴛編一一…一…
　51　試験装置及び機器

　　（a）水系瑳境調節装置　　　流水式

　　①）　ガスクロマトグラ7　　検出器ECD

　5．2　試験条件

　5．2．1　TL皿試験

　　（a）試験魚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　ヒメダカ平均律重巳18g・塩化第二水銀検定合格魚

　　　※田端健二用水と廃水　14　1297～150301972）

（b）

（c）

＠）

5．2．2

　1a）

①）

（
c
）

分散剤及び分散法

分散剤　硬化ヒマシ油（ECO－100）

　　　　トリポリオキシエチレン〈5）セチルエーテルリン酸エステル（TCP－5）

分散法　供試物質てgに対し、硬化ヒマシ油4g及びTCP

　　　　－54gの割合で混合し、イオ；！交換水で定容し

　　　　て500ppmの原液を調製した。

試験温度
　　　　　25±2℃

結　　果
　　　　　48時間TLm値8．2Plm

渡縮度試験

蓄養及び順化

　外部消毒　受入時に10p脚7ヲゾリトン溶液で24時間薬

　　　　　　浴をした。

　　　　　　さらに止水状態で10ppmクロロテトラ列タリン

　　　　　　溶液で24時間薬浴した。

　順　　イヒ　25℃×12日

試験魚
　　　　　コイ　平均体重　約2Z4g

　　　　　　　　平均体長　約1巳2σπ

試験温度

　　　　　25士2℃

以下次頁に続く



∫

5．2．5

　（a）

（d）試験濃度

　　設定値

試　料
疲化ヒマシ油

TCP－5

第1濃度区 α08 α52 0．52

第2濃度区 0，008

α。32応1　　　　　　　　1

実測値

　表一1

48時間TL皿値を考慮して設定した0

　　　　　　　　　　　1第i濃度区　82ppmx　　　中0．08　p皿
　　　　　　　　　　　100

　　　　　　　　　　　1
第2’　a2卿X1σ00手α008P即
　　　　　　　　　　　　　　　PP齢）

濃縮倍率を求めるための平均濃度（単位：ppb）

2W 4W 6W 卜　8W

第1濃度．区 798 828 8ス5 862

第2濃度区 6．64 ZO9 Z55 Z47

分析試料の前処理

試験魚 試

以下

験　魚

　。体重測定

　・細片化

　←8N一塩酸　 60互丘

　←ベンゼン　50皿

　。加熱分解（湯浴上90分還流）

　・放冷

頁に続く

前頁　り引続

ベンゼン層　　　　　水 層

噸一ベン’卍

E抽出（

E吸引ろ

回　層　一

＿レ澱

　　　　　50ml

・抽出（軽く振とう　5分）

・吸引ろ過（ガラスフィルター　1．G）

・水洗

・濃縮乾固（ロrタリーエ’詠レ→』）

←1N一一オ鍛イヒカリウム瀦　100鳳

←塩イヒナトリウム　5g

←n一ヘキサン　50ml

・軽く振とう

n一ヘキサン層　　水　　層

←濃塩酸（S（｝’L18）　25皿

←ベンゼン50 ｩx2回
・抽出（振とう　5分）』

以下　頁に続く



　　　　　　　前頁よ　引続き

水　　層一　　　ベンゼン層

　　　　　　　　　　　・水洗

　　　　　　　　　　　●脱水（無言水磁ナトリウム）

　　　　　　　　　　　・て00虹1に定容

　　　　　　　　　　　　第1濃度区はさらに10倍希釈

　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　　　　　　　1・シリル化
　　　　　　　　　　ラ
　　　　　　　　』
　　　　　　　　1阪麹

㈲試験六感禦糞．第欝第鷺

　　　　　　　　　　　←1N」司塩酸　　　5皿1　　　 25皿1

　　　　　　　　　　　←ベンゼン　　20皿1　　　50ml
　　　　　　　　　　1．抽出（振とう1。分）

辺一剣々砂層
　　　　　　　　　　　・水洗

　　　　　　　　　　　・濃縮

　　　　　　　　　　　・10皿に定容

　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　　　　　　　　。シリル化

　　　　　　　　t　　　　　　　　l　G　C試料

　　　　　　　　一

　※　シリル化操作

　　t　ベンゼン定容液から1mlを分取し、空気を送風して濃稲

　　　　乾回する。

　　2．　トリメチルケイ素化almlを加え、ドライヤーで2～5

　　　　分加熱する0

　　5　シリル化物にベンゼン21nlを加えて溶解させ、イオン交

　　　　換水で軽く水洗してベンゼン屠をGC試料とする。

　5．2．4　分析条件

　　　　　ガスクロマトグラフ（GC）検出器ECD

　　　　　充てん剤　1％0▽一17／クロモソルブW

　　　　　　　　　　　　　　　　80／100メッシュ

　　　　　ガラスカラム　　2皿nφ×1皿

　　　　　カラム温度　　 250℃
　　　　　キャリアガス　　N，

4．試験結果

　　　　　　　表一2　　濃　　縮　　倍　　率

2　W 4　W 6　W 8　W 付図 付表

第1濃度区 120

P60

108
X2

50

U5

541

R09
　1
S　～　8

5　，　4

@6．

第2濃度区 229
P52
　98
D511
　56

|52
355

S85
　2
|4’～8

5　｝　5

@6

5．備　　考

　　操作上唇に問題慮はなかった。

以 上




